
農
業
振
興
地
域
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

町
は
、
農
業
振
興
の
基
盤
と
な

る
優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
の
た

め
に
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
で

農
用
地
区
域
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

農
用
地
区
域
を
農
地
以
外
の
目

的
に
利
用
す
る
場
合
は
、
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
申
請
の
手
続
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
申

請
が
全
て
認
め
ら
れ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

受
付
期
間

　

９
月
１
日（
金
）〜
29
日（
金
）

提
出
書
類

○ 

申
請
書

○ 

隣
接
者
同
意
書

○ 

確
約
書

○ 

地
籍
図
の
写
し
、
土
地
全
部
事

項
証
明
書

○ 

位
置
図（
住
宅
地
図
な
ど
）

○ 

事
業
計
画
平
面
図

○ 

自
己
所
有
地
検
討
結
果
一
覧
表

○ 

そ
の
他（
法
人
の
場
合
、定
款
等
）

※ 

書
式
は
、
産
業
経
済
課
農
政
係

窓
口
で
受
け
取
る
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

計
画
内
容
等
に
よ
り
提
出
書
類

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
不
明
な

点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
経
済
課
農
政
係

 

（
32
）３
１
１
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集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
り

田
畑
の
耕
作
面
か
ら
土
砂
が
流
れ
、

土
手
が
崩
落
し
、
さ
ら
に
隣
接
す

る
道
路
や
水
路
や
低
い
土
地
へ
被

害
が
お
よ
ぶ
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
用
水
路
や
道
路
か
ら

農
地
へ
と
水
が
越
流
し
た
こ
と
が

原
因
で
土
手
が
崩
落
し
た
場
合
な

ど
、
耕
作
者
等
が
日
ご
ろ
か
ら
農

地
の
保
全
管
理
を
行
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
被
災
し
た
場
合
に

つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
工
事
を
対

応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
道
路
に
土

砂
が
流
出
し
通
行
が
で
き
な
い
な

ど
、
早
急
に
機
能
確
保
を
必
要
と

す
る
場
合
な
ど
も
町
で
対
応
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
自
己
保
全
管

理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
農
地
や
宅

地
内
の
家
庭
菜
園
な
ど
に
つ
い
て

は
、
個
人
負
担
に
よ
り
復
旧
工
事

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

農
地
の
復
旧
工
事
に
あ
た
っ
て

は
、
車
両
が
通
行
で
き
る
有
効
幅

員
の
広
い
道
路
や
用
水
路
の
管
理

に
完
全
に
瑕か

疵し

が
あ
っ
た
場
合
を

除
き
、
耕
作
者
と
町
の
ど
ち
ら
に

も
管
理
責
任
が
生
じ
る
も
の
、
も

し
く
は
そ
の
管
理
責
任
が
不
明
な

場
合
は
、
工
事
費
の
10
分
の
１
以

　

長
野
県
農
業
大
学
校
で
は
、

「
ど
う
い
う
品
目
で
ど
の
よ
う
な

農
業
経
営
を
や
り
た
い
」と
い
う

目
標
が
明
確
で
卒
業
後
、
就
農
を

目
指
す
方
を
対
象
に
、
農
学
部
総

合
農
学
科
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
の

平
成
30
年
度
入
学
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

◎
募
集
人
員
お
よ
び
就
学
年
限
等

学
科

　

総
合
農
学
科
経
営
者
コ
ー
ス

募
集
人
員
・
修
学
年
限

　

10
人
・
２
年
間

受
験
資
格

　

高
卒
等
以
上

入
学
試
験

　

 

筆
記
試
験（
小
論
文
）お
よ
び
人

物
考
査（
面
接
）

◎
願
書
受
付
期
間
等

第
１
回

　

９
月
13
日
〜
10
月
４
日

　

試
験
日　

10
月
15
日

第
２
回

　

11
月
８
日
〜
29
日

　

試
験
日　

12
月
11
日

農
業
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い
で
す

日
ご
ろ
か
ら
農
地
の
保
全
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い

平
成
30
年
度
入
学

長
野
県
農
業
大
学
校「
実
践
経
営
者
コ
ー
ス
」学
生
募
集

内
で
上
限
５
万
円
の
受
益
者
負
担

金
を
徴
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

の
り
肩
直
近
ま
で
耕
起
し
た
り
、

マ
ル
チ
を
張
っ
て
雨
水
を
集
中
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
土

手
や
の
り
面
が
崩
れ
や
す
い
状
態

が
作
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
多
々
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら「
自
分
が
管
理
す

る
農
業
基
盤
は
自
分
で
守
る
」と

い
う
姿
勢
を
強
く
持
っ
て
い
た
だ

き
、
周
囲
の
地
形
や
農
作
物
の
栽

培
方
法
を
工
夫
さ
れ
、
簡
単
に
は

農
地
が
崩
れ
な
い
よ
う
農
地
災
害

の
未
然
防
止
、
自
己
保
全
管
理
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
経
済
課
耕
地
林
務
係

 

（
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１
１
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第
３
回

　

平
成
30
年
１
月
10
日
〜
31
日

　

試
験
日　

平
成
30
年
２
月
15
日

◎
学
費

授
業
料

　

年
額
１
１
８
、８
０
０
円

諸
経
費（
教
材
費
、
実
習
費
等
）

　

１
年
次
61
万
円
程
度

　

２
年
次
51
万
円
程
度

　
（
平
成
29
年
度
実
績
）

申
し
込
み
先

　

長
野
県
農
業
大
学
校
農
学
部

　

事
務
局

　

０
２
６（
２
７
８
）５
２
１
１

問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
経
済
課
農
政
係

 

（
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）３
１
１
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こ
ん
に
ち
は
農
業
委
員
会
で
す

■
農
業
委
員
会
事
務
局（
32
）3
1
1
3

会
長
挨
拶　

土
屋　

學

　

こ
の
た
び
の
農
業
委
員
会
の

改
選
に
伴
い
、
引
き
続
き
会
長

の
大
役
を
拝
命
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
今
日
ま
で
の
経
験

を
活
か
し
、
町
農
業
の
発
展
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
改
選
に
よ
り
、

御
代
田
町
農
業
委
員
会
は
農
業

委
員
14
名
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
５
名
の
体
制
と
な
り

ま
し
た
。
委
員
が
一
丸
と
な
り
、

行
政
や
各
関
係
機
関
と
連
携
し

て
町
の
農
業
が
抱
え
る
課
題
に

取
り
組
み
、
優
良
農
地
の
確
保

や
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
、

農
業
所
得
の
向
上
な
ど
、
農
地
、

農
業
者
を
守
る
活
動
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。今
後
も
皆
さ
ま

の
一
層
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

○
農
業
委
員

担
当
地
区（
区
）
委
員
氏
名

草
越
・
広
戸

向
原
・
茂
沢

土
屋　

虎
夫

荻
原　
　

隆

豊
昇
・
面
替

大
井　

壽
尚

栄
町
・
荒
町

鈴
木　

健
之

飯
塚　

仁
子

上
宿
・
小
田
井

塚
田　

正
博

児
玉

古
越　
　

優

平
和
台

五
味　

髙
明

西
軽
井
沢

浅
沼　

伸
吉

馬
瀬
口

古
越　

正
彦

塩
野
・
寺
沢

内
堀　

文
夫

内
堀　

孝
昌

清
万
・
一
里
塚

三
ツ
谷
・
旭
町

土
屋　
　

學

清
水　

陽
子

○
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

担
当
地
区（
区
）
委
員
氏
名

草
越・広
戸・豊
昇

面
替・茂
沢

茂
木　

直
人

柳
澤　

弘
久

御
代
田

上
原　

育
男

塩
野
・
馬
瀬
口

金
澤　

賢
司

萩
原　

正
康

第
23
期
農
業
委
員
会
が
決
定
し
ま
し
た

「
公
証
週
間
」

 

に
つ
い
て

　

法
務
省
と
日
本
公
証
人
連
合
会

で
は
、
毎
年
10
月
１
日
〜
７
日
ま

で
の
一
週
間
を「
公
証
週
間
」と
定

め
、
公
証
制
度
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
制
度
の

利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

公
証
制
度
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
に
お
け
る
法
律
的
紛
争
を
未

然
に
防
止
し
、
法
律
上
の
権
利
や

義
務
を
明
確
に
し
、
安
定
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
証
書
の
作

成
等
の
方
法
に
よ
り
、
一
定
の
事

項
を
公
証
人
に
証
明
さ
せ
る
制
度

で
す
。
担
当
す
る
公
証
人
は
、
判

事
、
検
事
、
法
務
事
務
官
な
ど
を

長
く
務
め
た
法
律
実
務
の
経
験
豊

か
な
者
の
中
か
ら
法
務
大
臣
が
任

命
し
た
法
律
の
専
門
家
で
す
。
次

の
よ
う
な
約
束
事
に
は
公
正
証
書

の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○ 

遺
言

○ 

お
金
の
貸
し
借
り

○ 

不
動
産
の
売
買
や
貸
し
借
り

○ 

離
婚
に
伴
う
養
育
費
や
慰
謝
料

等
の
支
払
い

○ 

任
意
後
見
契
約（
公
正
証
書
に

よ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。）

　

大
切
な
契
約
や
取
引
に
お
い
て

公
正
証
書
は
皆
さ
ま
の
権
利
を
正

し
く
確
実
に
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

佐
久
公
証
役
場

 

０
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10
月
１
日
は「
法
の
日
」で
す
。

「
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
」を
実

施
し
て
、ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

司
法
書
士
に
は
守
秘
義
務
が
課

せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
の
際
は
、
皆
さ
ま
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
で
き
る

限
り
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所　

役
場 

第
三
会
議
室

相
談
内
容

○ 

不
動
産
の
登
記
、
会
社
・
法
人

に
関
す
る
も
の

○ 

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
の
財
産

管
理
に
関
す
る
も
の

○ 

不
動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の
取

引
に
関
す
る
も
の

○ 

裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作
成

に
関
す
る
も
の

○ 

借
地
借
家
に
関
す
る
相
談

○ 

貸
金
・
売
掛
金
等
の
回
収
に
関

す
る
も
の

○ 

新
会
社
法
そ
の
他
中
小
企
業
の

法
務
に
関
す
る
も
の

○ 

そ
の
他

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
司
法
書
士
会
佐
久
支
部

 

０
２
６
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（
古
越　

正
人
）

　

中
部
電
力
で
は
、
樹
木
起
因
に

よ
る
停
電
発
生
の
減
少
に
む
け
て
、

電
線
に
接
近
・
接
触
し
て
い
る
樹

木
の
伐
採
を
、
所
有
者
さ
ま
の
ご

理
解
の
も
と
順
次
進
め
て
お
り
ま

す
。
樹
木
所
有
の
み
な
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
樹
木
の
適
正
な

維
持
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
、
樹

木
起
因
に
よ
る
停
電
の
未
然
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

台
風
や
暴
風
雨
等
に
よ
る「
風

倒
木
」に
よ
り
、
万
が
一
、
停
電

が
発
生
し
た
際
は
、
感
電
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
切
れ
た
電
線
に
近
づ

い
た
り
、
触
れ
た
り
し
な
い
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
切
れ
た
電
線
等
、
異
常

箇
所
に
お
気
づ
き
の
方
は
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

中
部
電
力
㈱

　

送
配
電
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０

－

９
８
５

－

２
３
２

県
下
一
斉

司
法
書
士
無
料
相
談

お
願
い

樹
木
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

第
23
期
農
業
委
員
会
名
簿

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
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